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景および問題
提起

核心的な問題
提起西洋資本主義の成功は、単なるプロテスタント倫理ではなく、西教の博愛・流通の精神が結合した共

同体主義的財貨観に起因する

博愛(火) 貯蓄(物) 循環(経済)

研究背

※ プロテスタン
ティ

ズムを西教と同一視したウェーバーとは異なり、西教の博愛思想はプロテスタンティ
ズムと正反対である

西教 西洋資本主義と共同体主義的財貨観

マックス・ウェーバー理論の再解釈
ウェーバーの『プロテスタンティズムと資本主義の精神』が明らかにしたところとは異なり、プロテスタンティズムは西教の博愛精神に基づく共同体精神が資本主義の成立に寄与した

共同体主義的財貨観の再照明

西教の財貨観は循環と流通に基づく博愛思想であり、これはプロテスタン
ティズムの財富観とは正反対の思想である

現代経済構造の再解釈の必要性

環境危機と人間疎外の問題に直面した現代資本主義に対し、西教的共同体
主義が与える示唆を考察する



歴史的再解釈

プロテスタンテ
ィズム貯蓄中心、現世的労働の強調、世界改造の

使命

VS
西教(カトリック、正教会)

循環中心、博愛と贈与の強調、世界との調和の追

求

道教 —「水」

水を引き寄せて蓄積する役割

儒教 — 革新
生産と価値創出の重視

西教 —「火」
価値の流通と循環の促進

主義における西教の博愛の経済的含意
西教は博愛思想を通じて財貨を広く流通させ、産業資本主義の構築に決定的に寄与した。主義の成功はプロテスタント的な勤勉・貯蓄で

はなく、西教の流通・博愛の精神にある

西教の

だが

西洋資本

東洋と異なり

→ 西洋資本

※ 西教の贈与・
博

愛思想は財貨の循環を促進し、価値実現の核心的役割を担う 西教 西洋資本主義と共同体主義的財貨観

プロテスタンティズムと西教の差異

ウェーバーとは異なり、西教の博愛思想はプロテスタンティズムの財富観と正反対の思

想体系を持つ

西教の博愛と火(火)的循環

「博愛」は「火」のように、集めた財富を必要な場所で消費して循環させる役割を
果たす
* 西教は聖霊を「火」として表現し、これは価値の循環と効用実現を象徴する



重点経済活動と教理西教の

※「博愛」

は消費に偏重して価値を生産しないのではなく、効用を実現させて価値を生産する

流通中心の経済活動
「貯蓄―生産―流通―分配」の経済循環のうち流通に該当し、博愛という共同体主義的財
貨観に立脚した流通を通じて価値を実現する

利子の承認と三位一体
同一の唯一神を信じるイスラム教やユダヤ教とは異なり、「利子」を承認することで西洋資本主
義の発展に寄与した

博愛と火(火)の象徴
西教は聖霊を「火」として表現し、道教の水(水)とは異なり、博愛は「火」のように集めた財富を必要な場
所で消費して循環させる

貨幣と唯一神の論理
「お金」は循環を象徴し、西教の唯一神思想は貨幣のように単一の基準ですべてを統一する
思想である

流通（西教）

貯蓄（道教）

生産

(儒教)三位一体と経済循環
聖子(循環)― 聖霊(火/流通)― 聖父(根源)

西教 西洋資本主義と共同体主義的財貨観 
西教は循環によって増えた価値を聖子として表現する



社会観と国家観

共同体主義と社会契約主義の比
較

共同体主義：感情共同体、共同善の
優先社会契約主義：利害打算、個人の権利

の優先

西教の国家観：地上天国

教会共同体 王権制度 共同体の理
想

西教の

※  共同体主
義は

理想的な経済思想であるが、そのためには循環に対する確固たる保証

が必要である

西教 西洋資本主義と共同体主義的財貨観

共同体主義的社会観
独立した個別主体が批判的に市場経済を見つめ、共同善を主張する。社会連帯を利害打算ではなく、歴史的に形成さ
れた感情共同体として認識する

※「すべての者は兄弟、姉妹」— 家族を超えた拡張された共同体関係の形成

地上天国を志向する国家観

国家は共同体の理想を積極的に実現する場である

教皇と王の二元的体制であるが、王は共同体の理想実現の

主体である
市場と共同体の均衡
共同体主義は市場経済と対立すると同時に補完する倫理的基盤である。共同体を通じた循環と流通により市場
経済の限界を克服する



価値論と博愛論

象徴価値の観念は神との約束として現れ、これは贈与経済の過程で作動する超越的・霊的な交通として

説明される」

価値実現の過
程

交換価値

使用価値

記号価値

象徴価値

贈与 循環

西教の

「財貨に対すると互
恵性の

※  共同体主
義の

象徴価値は西教において神との約束として現

れる

博愛
西教 西洋資本主義と共同体主義的財貨観

文化価値論と象徴価値論

西教の流通―財貨観は文化価値論または象徴価値論と最も
密接な関係を持つ

限界効用と博愛の贈与
最も必要な場所に流通させて最高の効用を引き出す限界効用の法則は、博愛という贈与の実践とし
て実現される

霊的資本の形成

記号論的な商品変化は流通を通じて象徴価値として固まり
、霊(靈)的資本へと発展する



本主義の長所と問題点

主義の長所 西洋資本主義の問題点

問題解決の方向性

西洋資

西洋資本

※  資本主義

経済

「目的意識がない限り、道徳は趣味や嗜好にすぎない」

— マッキンタイア(共同体主義の代表的思想家)

経済の循環 贈与の回復 目的意識の強

化

の根源である社会と自然の循環性は、現代資本主義において復元されるべき課題である

西教 西洋資本主義と共同体主義的財貨観

博愛の贈与思想

東洋の儒仏道思想に欠如した博愛の贈与思想によって資本主義発展

の基礎を用
意

資本循環の促進
儒教・道教の富国強兵策で生産された財貨を、博愛思想に従って

広く流通させ、財貨の循環を促進する

共同体形成の容易さ

非農耕民族の特性による公平な関係の維持、共同体形成に有利

財貨の象徴価値の変質

神の死・理念の死により財貨に対する象徴価値が変化：神の慈悲の

証明 → 使用対象 → 仮想現実

循環性の崩壊
環境危機と人間疎外というブーメランにより循環性が崩壊し、『天国のために今日を犠牲にする賭博資本主義』へ

と変質した

循環的倫理の喪失
物質文明の発展が儒仏道の循環構造の精神文明を妨げ、個人の経済

観もまた循環的倫理を喪失する



西教と共同体主義の比較分
析

西教(西教) 西洋資本主義

影響史：非農耕文化 共同体主義

教理：利子の承認、三位
一体
重点活動：博愛の実現を通じた共同
体
国家観：地上天
国
価値理論：神との約
束代表的思想家：カルヴァン、ウェスレー

共同体主義／制度主義経済
学

影響史：現代共同体主義理論理論：贈与経済論、一般経
済論
重点活動：贈与、流通、
消費
国家観：共同体国
家
価値理論：象徴価
値
代表的思想家：マッキンタイア、マ
イケル・サンデル

核心的比較
点
社会／平等
観

神の兄弟姉妹 ／ 神の前の平
等

感情共同体 ／ 共同体の前の平
等

長所と問題点 集団行動が可能 ／ 環境問

題

理想的な経済体系 ／ 現実性の

不足
強調点 循環の重

視
共同体の重
視

問題解決方案 対話の増

進

社会／平等観

長所と問題点 

強調点 問題解

決策 目的意識の強

化

相違点と共通点：西教 西洋資本主義と共同体主義の相違点は、共同善と循環の優先順位にあり、西教 西洋資本主義が共同体主義に比べて共同善を上位に置くという点にあるといえ

る。西教においては共同体の善もまた究極的には絶対者の意志にすぎないためである。

※  出典：<表2 . 7 >  西洋資本主義と共同体主義の比較表  西教  西洋資本主義と共同体主

義的財貨観



環構造の分析およ
び結論
通―分配の循環構造(表
2.8)
宗教 経済思想 循環関係 価値論 資本主義

道教 肯定的財富観 反対―相互対立 効用価値論 中国資本主義

儒教 召命的労働観 期待―相互依存 革新価値論 儒教資本主義

西教 公共的財貨観 代行―相互代行 貨幣価値論 西洋資本主義

仏教 縁起的分配観 交流―相互消長 労働価値論 菩薩資本主義

経済循

貯蓄―生産
―流

経済段階 

貯蓄

生産 

流通 

分配

※  経済思想
の発

生産
儒教

貯蓄
道教

分配
仏教

流通
西教

展は、社会と自然の循環構造を通じて持続可能となりうる

結論および示唆点

経済循環の本質：貯蓄―生産―流通―分配へと続く循環構造は経済の基本的な流れであり、西教はこ

のうち流通段階を主導する

西教の博愛と共同体主義：西洋資本主義の成功は、博愛に基づく流

通による財貨の循環促進にある

現代資本主義の問題：物質文明の発展過程において循環性が喪失し、環境危機と人間疎外により資

本主義の危機を招いた

無意識的対称性：人間は無意識的対称性ゆえに、贈与と循

環の経済への参加が必然的である

現代経済への示唆

環境危機と人間疎外の問題を解決するためには、西教的循環倫理の回復と共同体主義的財貨観の現代的適

用が必要である

贈与と循環が持続可能な経済発展の核心的要素であり、持続可能な共同体のための対話と目的意識の強化が必要であ

る

西教 西洋資本主義と共同体主義的財貨観
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